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※ 上記はご参考資料であり、特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
※ 基準価額は信託報酬控除後です。年率リターンは計算期間（2004年4月27日～2022年5月31日）における年率（1年換算）の収益率、年率リスク

 は計算期間（2004年4月27日～2022年5月31日）における年率リターン（1年換算）の変動度合いを示しています。
※ 分配金再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬控除後の価額を用い、分配金を⾮課税で再投資したものとして計算しております。
※ 参考指数（TOPIX（配当込み））は当ファンドのベンチマークではありません。
出所︓ スパークス・アセット・マネジメント、 FactSet Pacific Inc. （2022年５月末日現在）

当ファンドの基準価額と参考指数との比較
（2004年4月26日～2022年5月31日）

設定日前日(2004年4月26日)
を10,000として指数化

基準価額

28,115円
（5月31日）

当ファンド（分配金再投資基準価額）
当ファンド（基準価額）
参考指数（TOPIX（配当込み））

当ファンドのパフォーマンスとポートフォリオの対応

直近半年ほどの株式市場では、インフレや金利上昇がポジティブに作用する銀行・保険、資源、海運株等が
上昇しました。
当ファンドは、上記セクターの企業へほとんど投資していないため直近のアンダーパフォームの要因となりましたが、
このような動きについて昨年から警戒感を高めており、バリュエーションが高い企業の投資比率を引き下げ、過去
のトラックレコードがよくなくても業績改善傾向にある企業への投資を積極化してきました。

当ファンド 参考指数 差異

３ヶ月間 1.02% 2.59% -1.58%

６ヶ月間 -7.79% 0.57% -8.35%

１年間 -2.16% 1.84% -4.01%

３年間 46.23% 35.80% 10.43%

年率リターン 6.32% 4.48% 1.84%

年率リスク 19.64% 20.71% -1.07%

（円）

インフレ環境下でも付加価値の高いモノ・サービスを
提供でき、コスト上昇分の価格転嫁が見込まれる製造業
⇒東京エレクトロン、ダイキン工業、ブリヂストン など

インフレの影響を受けにくいIT、エンタメビジネス
⇒富士通、ソニーグループ、任天堂 など

保有継続or買い増し

経営者のイニシアチブで独自の強みを発揮し、
業績改善が見込まれる企業

⇒ブリヂストン、日立製作所、トヨタ自動車、昭
和電線ホールディングス、日立造船など

株価下落で割安感が出てきた企業
⇒エムスリー など

上位保有銘柄の特徴

今後のグローバル景気の行方が不透明な中、日本企業には景気の良し悪しに関係なく改善できる要素
（例 ガバナンスの改善など）があり、そういう意味ではむしろチャンスの大きい企業が多く存在しています。
すでに良いともてはやされている企業より、改善余地の大きい日本企業にも投資することで今後の大きな株
価上昇期待が持てると考えています。

足元のポートフォリオ対応と組入銘柄の魅力

（年/月）
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※ 上記はご参考資料であり、特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
※ 組入上位10銘柄の比率はマザーファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。
※ TOPIX（配当込み）は当ファンドのベンチマークではありません。
出所︓ スパークス・アセット・マネジメント、 FactSet Pacific Inc. （2022年５月末日現在）

世界の株価指数と比較すると？

当ファンドのパフォーマンスと世界の株価指数（配当込み・現地通貨ベース）を10年前から比較すると、当ファ
ンドは世界の株価指数にも引けを取らないパフォーマンスであることがお分かりいただけます。これはスパークスのボ
トムアップ・リサーチによって、個別銘柄をしっかりと選定してきたからこその実績だと考えています。

マザーファンドの組入上位10銘柄の変遷

過去10年間では
現地通貨ベースで

世界の株価指数に引けを
取らないパフォーマンス！

銘柄 比率

1 ユニ・チャーム 5.4%

2 ＫＤＤＩ 4.4%

3 良品計画 3.7%

4 日本電産 3.5%

5 三菱UFJフィナンシャル・グループ 3.2%

6 本田技研工業 3.2%

7 三菱商事 3.2%

8 信越化学工業 3.0%

9 住友電気工業 2.9%

10 ヤマダ電機 2.8%
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2012年5月31日を100として指数化

当ファンド（分配金再投資基準価額）
TOPIX
NASDAQ
S&P500
MSCIコクサイ

4.77倍
4.76倍
3.84倍
3.31倍
3.29倍

当ファンドと世界の株価指数（配当込み・現地通貨ベース）推移比較
（2012年5月31日～2022年5月31日）

2012年5月末 2017年5月末 2022年5月末

銘柄 比率

1 ソフトバンクグループ 6.4%

2 東京エレクトロン 5.8%

3 花王 5.0%

4 ディスコ 4.3%

5 大塚商会 4.3%

6 ヤマハ 3.7%

7 日本電産 3.3%

8 ソニー 3.3%

9 ダイキン工業 3.2%

10 パーク２４ 2.9%

銘柄 比率

1 富士通 4.4%

2 ソニーグループ 4.2%

3 ブリヂストン 4.1%

4 東京海上ホールディングス 3.7%

5 東京エレクトロン 3.5%

6 ダイキン工業 3.4%

7 任天堂 3.4%

8 ヤマハ 3.3%

9 日立製作所 3.3%

10 丸井グループ 3.2%

（年/月）
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株価推移
（2016年5月31日～2022年5月31日）

事業内容：国内最大、世界でも有数の半導体製造装置メーカー。

2016年5月31日を100として指数化

① 経営者交代を契機とした構造改革

③ 市場シェアの拡大

② 半導体産業の構造変化

東京エレクトロン
TOPIX（配当込み）

半導体は5G、AI、IoT、自動運転など用途拡大し、
社会インフラを支える必要不可欠な存在に。

✓ 2015年、アプライドマテリアルズ社（米国）との合併協
議の打ち切りを契機に経営陣が交代。合併協議で得た
気付きをもとに構造改革を行う。

✓ 製品単体の販売だけではなく、コンサルティングや販売後
のメンテナンスなどの顧客サポートを含めたソリューション提
案に営業方針をシフトさせた。

国・地域 規模

米国 約5.5兆円

欧州 約17.5兆円

中国 約10兆円

国・地域別産業支援予算
（2021年６月）

サプライチェーンの安定化を
目指し、各国は産業支援策
を強めている。

✓ 高クオリティかつ幅広い種類の半導体製造装置を提供し
ており、高い市場シェアを有する！

同社の半導体製造装置シェア
（2021年度）

散布・現象

１位

ガスケミカル
エッチング

１位

バッチ成膜

１位

ウェーハ
プローバ

１位

半導体市場は、用途拡大により高品質な製品が求められる
ようになっており、同業各社が競合するよりも、共に良いものを
作ろうとする方向に転換している。

幅広いラインナップと高いソリューションを持つ
同社の市場シェアはさらに高まると考えられる！

半導体産業の成長に加え、
需要変動の波が安定

※ 写真はイメージ図です。上記はご参考資料であり、特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
出所︓ 半導体市場規模︓WSTS（2022年6月）、各種資料、スパークス・アセット・マネジメント、FactSet Pacific Inc.（2022年5月末日現在）

2016年9月
投資開始

投資開始後
6.5倍

東京エレクトロン（8035）

（予想）

半導体市場規模
（実績値︓2011～2021年 予想値︓2022～2023年）（百万ドル）

（年/月）
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※ 写真はイメージ図です。上記はご参考資料であり、特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
出所︓ 各種資料、スパークス・アセット・マネジメント、FactSet Pacific Inc.（2022年5月末日現在）
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株価推移
（2015年5月29日～2022年5月31日）

事業内容：1924年に山田晁氏によって大阪金属工業所として創業。1990年代以降、攻めの経営で積極的に海外展
 開を進め、世界最大級の空調メーカーへと成長。

2015年5月29日を100として指数化

2015年11月
投資開始

① 攻めの姿勢で企業体質を改革

③ 新たなソリューションの進展

✓ 環境意識の高まりを受け、欧州を中心にヒートポンプ式暖
房のニーズが高まっており、市場の拡大余地は大きいと考
えられる。

✓ 従来のヒートポンプ式暖房は寒冷地では性能が弱まってい
たが、同社は寒冷地域でも対応可能な製品を開発。

② 環境対応でブランド力を向上

ダイキン工業
TOPIX（配当込み）

ビジネスモデル

モノづくりを主としたメーカー
からエンジニアリングやサポー
トまでを一貫して提供する
「ソリューション企業」へ

事業領域

空調という製品を軸にした
考えから「空気・空間」などを

軸とした考え方へ

2010年代に空調市場でグローバルトップになるも、IT企業
による居住環境の制御ソリューションが進展することで、空
調が単なる部品になることを警戒。
⇒事業モデルの大胆な改革に取り組む！

省エネ性能の高いインバータエアコンの技術を中国の提携
先企業に技術供与し、中国で急速に普及。

中国におけるインバータエアコンの比率

空調業界全体の環境問題改善に貢献したことが、ブラン
ド力の向上につながり、結果的に同社の成長を後押し！

売上高と営業利益の推移
（2002年度～2021年度）

営業利益（右軸）
売上高（左軸）

（億円） （億円）

投資開始後
2.4倍

ダイキン工業（6367）

7％

2018年

76％
2009年
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株価推移
（2017年5月31日～2022年5月31日）

事業内容：1983年創業のペンタブレットメーカー。プロフェッショナル向けペンタブレットにおいて世界的に高いブランド力、
 シェアを誇る。

2017年5月31日を100として指数化

2018年11月
投資開始

投資開始後
1.8倍

① 経営者交代によって業績が大幅に改善

プロ向け以外にも、オンライン教育やリモートワークの加
速を受け、デジタルペンの普及加速が期待！
エントリーモデルのラインアップを拡充し、
幅広いユーザーのニーズに対応！

2018年に井出氏が社長兼
CEOに就任以降、製造コスト
を最適化するなど社内改革を

積極的に推進！

-21.1

10.7
16.0 14.7

31.3
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ROE（株主資本利益率）
が大幅に改善！

ROE推移
（2016～2021年度）

（％）

③ 独自のハード＋ソフト・サービスの開発力

✓ 自社ブランドを販売する「ブランド製品事業」と、同社のデ
ジタルペン部品・技術をOEM提供する「テクノロジーソ
リューション事業」を展開。

✓ 「個別最適化」をキーワードに、ユーザーの利便性を高める
ソフトウェアやサービスの開発を進める。ハードウェアメーカー
から独自のソフトウェアやサービスも含めた複合的企業への
本格的な変容を遂げつつある。

② 高い市場成長性

筆跡すべてが記録される
ため、著作権保護によっ
てクリエイターとの関係も
強化が期待される！

ワコム
TOPIX（配当込み）

MicrosoftやGoogleな
どとも提携し、ユーザー
ニーズに応えている！

※ 写真はイメージ図です。上記はご参考資料であり、特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
出所︓ 各種資料、スパークス・アセット・マネジメント、FactSet Pacific Inc.（2022年5月末日現在）

（年/月）
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■投資リスク
当ファンドは、マザーファンド受益証券への投資等を通じて、株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。
従って、投資者の皆さまの投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。ファ
ンドの運用による損益はすべて投資者の皆さまに帰属します。また、投資信託は預貯金と異なります。
ファンドが有する主な変動要因は、次の通りです。※変動要因は下記に限定されるものではありません。
●株価変動リスク ●中小型株式等への投資リスク ●信用リスク ●その他（システムリスク・市場リスクなどに関する事項）
ファンドのリスクなどについては、「投資信託説明書（交付目論見書）」にくわしく記載されております。お申込みにあたっては、必ず内容をご確認い
ただき、ご自身でご判断ください。

当資料はお客様向け資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではあり
ません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）および目論見書補完書面をお渡ししますので、必
ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。

■その他の留意点
●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
●収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の水準を示すものではありません。
 収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。
 投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の
 運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。
 収益分配の支払いは、信託財産から行われます。従って純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。
●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合
 等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。
 これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金のお支払が遅延する
 可能性があります。

商品分類 追加型投信／国内／株式

購入単位
販売会社が別に定める単位（自動けいぞく投資専用）

※詳しくは販売会社までお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付日の基準価額

換金代金 原則として換金申込受付日から起算して5営業日目からお支払いします。

信託期間 無期限（2004年4月27日設定）

決算日 毎年4月26日（休業日の場合は翌営業日）

■お申込みメモ

■指数に関して
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークです。
TOPIXは、東京証券取引所の知的財産であり、東京証券取引所はTOPIXの算出もしくは公表の方法の変更、TOPIXの算出もしくは公表
の停止またはTOPIXの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。
MSCIコクサイ・インデックス
MSCIコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成されています。また、MSCIコクサイ・イン
デックスに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。
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● 委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第346号
（加入協会）一般社団法⼈投資信託協会、一般社団法⼈日本投資顧問業協会、日本証券業協会

一般社団法⼈第⼆種金融商品取引業協会
信託財産の運用指図、受益権の発行等を行います。

● 受託会社 三井住友信託銀行株式会社
委託会社の指図に基づく信託財産の管理等を行います。なお、信託事務の一部につき株式会社日本カストディ銀行に委託を行います。

● 販売会社 下記一覧参照
ファンドの受益権の募集・販売の取扱い、一部解約請求の受付、一部解約金・収益分配金・償還金の支払いの取扱等を行います。

■ファンドの関係法人について

※ 株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法⼈日本STO協会に加入しています。

販売会社 登録番号

加入協会

日本証券業
協会

一般社団法⼈
金融先物
取引業協会

一般社団法⼈
日本投資
顧問業協会

一般社団法⼈
第⼆種
金融商品
取引業協会

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者関東財務局長（金商）第2251号 〇 〇 〇 〇

株式会社ＳＢＩ証券※ 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 〇 〇 〇

ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第624号 〇 〇

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 〇 〇

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 〇 〇 〇 〇

投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料

購入申込受付日の基準価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める手数料率を乗じて得た
額とします。 ※詳しくは販売会社までお問い合わせください。

購入時手数料は、商品の説明、販売の事務等の対価として販売会社が受け取るものです。

信託財産留保額 換金申込受付日の基準価額に対して0.3％の率を乗じて得た額をご負担いただきます。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用

（信託報酬）

日々の信託財産の純資産総額に対して年率1.518％（税抜1.38％）を乗じて得た額とします。

運用管理費用（信託報酬）は、ファンドの計算期間を通じて毎日計上され、毎計算期間の最初の6ヶ月

終了日および毎計算期末または信託終了の時に、信託財産から支払われます。

運用管理費用（信託報酬）＝運用期間中の基準価額×信託報酬率

その他の費用・

手数料

組入有価証券の売買委託手数料、信託事務の諸費用等は、その都度信託財産から支払われます。

これらの費用は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示すことができません。

※組入有価証券の売買委託手数料︓有価証券の売買の際、売買仲介⼈に支払う手数料

信託事務の諸費用︓投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用および受託会社の

立替えた立替金の利息

■ファンドの費用

※当該手数料等の合計額については、ファンドの購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

